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摘

要

『
木
地
谷
敵
討
』
は
、
出
雲
国
仁
多
郡
木
地
谷
で
起
こ
っ
た
敵
討
事
件
を
描
い
た
実
録
で
あ
る
。
本
作
に
は
、
特
に
事
件
、
人
物
の
捉
え
方
に
お
い
て
、
実

録
と
し
て
の
様
式
的
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド：

実
録
、
近
世
小
説

一

『
木
地
谷
敵
討
』
の
特
色
と
本
稿
の
課
題

元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
五
月
四
日
、
出
雲
国
仁
多
郡
木
地
谷
の
三
助
が
、
七

郎
兵
衛
を
父
親
の
敵
と
し
て
討
っ
た
。
こ
の
事
件
に
つ
い
て
記
す
写
本
二
種
が
伝

存
す
る
（
い
ず
れ
も
島
根
県
立
図
書
館
蔵
）。
一
は
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
春
日

易
重
の
書
写
、
一
は
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
中
島
則
道
の
書
写
に
よ
る
も
の
で
、

以
下
そ
れ
ぞ
れ
〔
春
日
本
〕〔
中
島
本
〕
と
称
す
る
。
な
お
書
名
は
、〔
春
日
本
〕
の

内
題
・
外
題
に
よ
り
『
木
地
谷
敵
討
』
を
以
て
称
す
る
（〔
中
島
本
〕
は
内
題
「
雲

州
仁
多
郡
百
姓
三
助
復
讐
」、
外
題
「
雲
州
仁
多
郡
百
姓
敵
（
１
）
討
」）。

〔
春
日
本
〕
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
な
お
便
宜
的
に
（
ア
）（
イ
）、
一
二

な
ど
、
記
号
、
番
号
を
付
す
）。
中
心
を
な
す
の
は
（
イ
）
実
録
（
実
録
体
小
説
）

の
部
分
で
、
十
の
章
段
か
ら
成
る
。（
ウ
）（
エ
）（
オ
）
は
各
種
文
書
の
写
し
。（
カ
）

は
こ
の
『
木
地
谷
敵
討
』
の
著
者
に
よ
る
成
立
時
の
跋
。
以
上
を
囲
む
よ
う
に
し

て
、（
ア
）
日
光
川
北
伊
蒿
な
る
者
の
序
（
明
和
三
年
（
一
七
六
六
））、（
キ
）
こ

の
写
本
の
書
写
者
春
日
易
重
の
跋
が
加
わ
る
。

（
ア
）
日
光
川
北
伊
蒿
序

（
イ
）
実
録

一
、
木
地
谷
長
兵
衛
同
所
七
郎
兵
衛
山
畑
論
之
事

二
、
大
野
木
谷
に
を
ゐ
て
七
郎
兵
衛
長
兵
衛
を
殺
害
す
る
事
�
長
兵
衛
死
骸
を
取
帰
事

三
、
庄
屋
六
郎
兵
衛
取
捌
の
事
�
太
郎
兵
衛
五
郎
右
衛
門
後
家
を
す
か
す
事

四
、
五
兵
衛
母
親
に
孝
行
の
事
�
母
親
子
共
に
異
見
之
事

五
、
三
助
し
き
り
に
敵
討
を
い
そ
ぐ
事

六
、
敵
の
証
拠
を
聞
出
し
母
親
本
心
を
あ
か
す
事
附
七
郎
兵
衛
五
兵
衛
出
合
之
事
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七
、
五
兵
衛
七
郎
兵
衛
と
偽
り
て
和
睦
之
事

八
、
兄
弟
蜜
々
相
談
之
事

九
、
三
助
敵
討
之
事

十
、
庄
屋
惣
右
衛
門
三
助
兄
弟
を
召
捕
働
之
事
�
双
方
口
上
書
之
事

（
ウ
）「
注
進
�
口
上
書
之
事
」

〔
組
頭
又
兵
衛
・
下
郡
勘
右
衛
門
・
吉
川
太
郎
兵
衛
・
土
屋
嘉
兵
衛
よ
り
佐
々
安
左
衛

門
・
水
野
孫
四
郎
・
高
橋
九
市
宛
て
の
状
〕、「
三
助
口
上
書
」、「
三
助
兄
五
兵
衛
口
上

書
」、「
三
助
弟
七
兵
衛
口
上
書
」、「
三
助
母
口
上
書
」、「
三
助
兄
作
兵
衛
口
上
書
」、

「
三
助
伯
父
太
郎
兵
衛
口
上
書
」、「
米
原
之
五
郎
右
衛
門
口
上
書
」、「
古
木
地
谷
清
三
郎

口
上
書
」、「
六
左
衛
門
善
兵
衛
口
上
書
」、「
七
郎
兵
衛
女
房
同
人
伜
弥
三
兵
衛
口
上
書
」、

「
七
郎
兵
衛
弟
徳
右
衛
門
口
上
書
」、「
七
郎
兵
衛
弟
八
郎
兵
衛
口
上
書
」、〔「
斯
注
進
あ

り
て
」
云
々
の
文
章
〕

（
エ
）「
郡
奉
行
佐
々
氏
御
状
之
写
」

（
オ
）「
伝
に
曰
」

（
カ
）
自
跋
（
無
名
）

（
キ
）
春
日
易
重
跋

右
の
（
カ
）
実
録
著
者
に
よ
る
自
跋
に
、
こ
の
書
は
当
事
件
の
詮
議
に
郡
長
と

し
て
関
与
し
た
渋
川
退
翁
な
る
人
物
が
、
数
巻
の
書
記
を
与
え
且
つ
語
っ
た
と
こ

ろ
を
元
に
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。〔
春
日
本
〕
に
よ
っ
て
掲
げ
る
。

此
郷
に
渋
川
退
翁
と
て
九
旬
に
及
べ
る
老
翁
あ
り
。
彼
孝
子
が
報
讐
の
時
郡

長
を
勤
し
て
、
其
始
終
に
た
づ
さ
は
れ
り
。
よ
て
平
日
三
子
（
三
助
ら
三
人

兄
弟
）
が
孝
を
感
じ
て
、
我
子
孫
は
も
と
よ
り
人
の
子
た
る
者
に
物
語
り
ぬ
。

或
日
数
巻
の
書
記
を
我
に
あ
た
へ
て
曰
、「
是
は
三
助
等
が
仇
討
の
日
記
也
。

お
も
ふ
に
百
年
の
後
か
な
ら
ず
事
実
を
失
し
て
附
会
の
説
を
伝
へ
終
に
は
彼

等
が
功
名
も
む
な
し
く
朽
な
ん
事
を
う
れ
ひ
、
始
終
の
実
記
を
写
し
て
世
に

残
さ
ん
事
を
お
も
へ
ど
、
気
然
衰
へ
て
心
に
任
せ
ず
。
吾
子
我
に
か
は
り
て

後
人
に
伝
へ
よ
」
と
、
今
眼
前
に
み
る
が
如
く
に
物
語
り
て
猶
其
時
の
書
記

を
も
つ
ゞ
け
け
る
ま
ゝ
、
老
の
志
ざ
し
を
も
む
な
し
く
な
し
難
く
、
且
は
三

子
が
孝
名
の
う
づ
も
れ
ん
事
も
お
し
む
が
あ
ま
り
に
、
短
文
の
嘲
け
り
を
か

へ
り
み
ず
、
是
を
書
記
し
て
伝
ふ
る
こ
と
し
か
り
。

な
お
〔
中
島
本
〕
で
は
、
渋
川
退
翁
が
書
記
を
与
え
て
曰
く
云
々
以
下
の
く
だ
り

は
次
の
通
り
で
、〔
春
日
本
〕
と
同
旨
で
あ
る
が
若
干
語
句
の
相
違
が
あ
る
。

「
此
は
是
れ
三
助
等
が
親
の
敵
を
討
け
る
時
書
留
置
る
草
稿
な
り
。
我
も
其
頃

郡
の
役
を
勤
て
始
終
の
有
様
を
知
れ
る
也
。
時
去
り
人
替
り
て
百
年
の
後
に

は
、
彼
等
が
高
名
も
朽
ざ
ら
ん
事
を
惜
め
ど
も
、
血
気
衰
て
心
に
不
任
。
汝

書
集
て
後
人
に
伝
へ
よ
」
と
云
。
老
人
の
志
の
空
か
ら
ん
と
、
三
子
が
孝
名

の
朽
な
ん
も
本
意
な
け
れ
ば
、
其
物
語
の
儘
に
書
留
置
け
る
者
な
り
。

こ
の
〔
中
島
本
〕
自
跋
で
は
、
末
尾
に
「
于
時
宝
暦
八
戊
寅
年
二
月
」
と
年
時
の

記
が
あ
る
。
ま
た
渋
川
退
翁
の
所
に
割
注
を
入
れ
、「
此
退
翁
ハ
本
文
ニ
有
之
下
郡

勘
右
衛
門
也
」
と
す
る
。
渋
川
退
翁
を
、
本
文
中
に
現
れ
る
下
郡
の
勘
右
衛
門
で

あ
る
と
す
る
説
に
は
信
憑
性
が
あ
る
。
渋
川
勘
右
衛
門
清
房
は
寛
文
四
年
（
一
六

六
四
）
に
生
ま
れ
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
八
九
歳
で
没
し
て
い
る
。
こ
の
跋

文
の
書
か
れ
た
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
は
没
後
六
年
、
ま
た
「
九
旬
に
及
べ
る
」

も
許
容
し
て
よ
か
ろ
う
。
二
四
歳
の
時
か
ら
庄
屋
を
務
め
、
元
禄
元
年
（
一
六
八

八
）
に
与
頭
、
同
四
年
に
下
郡
役
に
就
い
て
お
り
、
事
件
の
起
こ
っ
た
同
六
年
は

同
職
在
任
中
で
あ
（
２
）
る
。
な
お
こ
の
実
録
著
者
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。〔
春
日
本
〕

に
は
、
退
翁
が
「
吾
子
我
に
か
は
り
て
後
人
に
伝
へ
よ
」
と
、〔
中
島
本
〕
に
は
、

「
汝
書
集
て
後
人
に
伝
へ
よ
」
と
言
っ
た
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
退
翁
に
近
く
親
し

い
人
物
と
窺
え
る
。

ま
た
〔
春
日
本
〕
に
は
最
末
尾
に
（
キ
）
春
日
易
重
跋
が
付
さ
れ
て
お
り
、
最

二

出
雲
国
仁
多
郡
木
地
谷
敵
討
の
実
録
（
田
中
則
雄
）
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低
限
の
字
句
の
校
訂
の
み
加
え
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

予
木
地
谷
孝
子
が
徳
名
を
聞
伝
ふ
る
事
ひ
さ
し
と
い
へ
ど
も
、
此
記
録
あ
る

事
を
し
ら
ざ
り
し
に
、
あ
る
人
此
書
を
袖
に
し
て
来
り
、
一
見
せ
よ
と
あ
り

け
る
ま
ゝ
、
書
写
し
て
人
に
も
み
せ
ば
や
と
欲
す
と
い
へ
ど
も
、
多
年
伝
写

の
あ
や
ま
り
す
く
な
か
ら
ず
、
文
言
も
又
鄙
俗
に
し
て
他
の
国
人
に
聞
あ
か

し
難
き
事
な
ど
多
き
を
以
、
筆
の
序
に
あ
ら
ま
し
校
訂
を
く
は
へ
侍
り
ぬ
。

さ
れ
ど
も
事
実
に
お
ゐ
て
は
い
さ
ゝ
か
も
私
意
を
く
は
ふ
る
事
な
く
、
唯
文

段
の
前
後
な
る
を
ば
、
始
末
を
考
量
し
て
是
を
改
め
、
手
尓
於
葉
の
あ
や
ま

り
の
如
き
を
削
補
し
侍
る
而
已
。

神
門
郡
古
志
郷

春
日
易
重

天
明
八
年
戊
申
仲
春

な
お
〔
中
島
本
〕
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
〔
春
日
本
〕
の

（
イ
）
〜
（
カ
）
に
相
当
す
る
も
の
を
収
め
る
。
た
だ
し
（
イ
）
実
録
の
本
文
に
は

後
掲
す
る
よ
う
な
〔
春
日
本
〕
と
の
異
同
が
あ
り
、（
ウ
）
の
文
書
類
も
、
断
っ
た

上
で
「
三
助
母
口
上
書
」
以
下
を
省
略
し
て
い
る
。
続
い
て
末
尾
に
、〔
春
日
本
〕

に
は
な
い
次
の
二
点
を
収
め
る
。

（
ク
）「
元
禄
六
癸
酉
五
月
四
日
雲
州
仁
多
郡
上
阿
井
谷
に
而
敵
討
事
」（
二
ヶ
条
の
文
章
。）

（
ケ
）「
郡
御
奉
行
�
御
状
写
」（
前
出
の
（
エ
）（
オ
）
と
重
複
す
る
内
容
が
含
ま
れ
る
。）

ま
た
こ
の
〔
中
島
本
〕
に
は
、
上
欄
・
行
間
等
に
栗
原
寛
な
る
人
物
に
よ
る
注
が

挿
入
さ
れ
て
い
る
。

以
上
よ
り
こ
の
『
木
地
谷
敵
討
』
の
形
成
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
推
定
す
る
。

ま
ず
渋
川
退
翁
の
書
記
が
成
る
。
こ
の
中
に
は
、
文
書
の
写
し
と
事
件
に
関
す
る

退
翁
自
身
に
よ
る
記
と
が
含
ま
れ
て
い
た
。
文
書
の
写
し
は
そ
の
ま
ま
（
ウ
）
〜

（
オ
）（
ク
）（
ケ
）
な
ど
と
し
て
収
録
。
退
翁
に
よ
る
記
は
こ
れ
に
語
り
の
内
容
を
加

え
て
（
イ
）
実
録
の
原
型
と
し
て
編
纂
さ
れ
る
（
時
期
は
〔
中
島
本
〕
自
跋
の
記

さ
れ
た
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
頃
）。
こ
の
後
転
写
さ
れ
て
、
一
つ
に
は
（
ア
）

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
日
光
川
北
伊
蒿
序
が
付
さ
れ
、
最
終
的
に
天
明
八
年
（
一

七
八
八
）
春
日
易
重
の
校
訂
筆
写
に
よ
り
〔
春
日
本
〕
が
成
る
。
ま
た
一
つ
に
は
、

栗
原
寛
に
よ
る
注
が
加
え
ら
れ
、
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
中
島
則
道
の
筆
写
に

よ
り
〔
中
島
本
〕
が
成
る
。

【『
木
地
谷
敵
討
』
の
形
成
】

… 

転
写 

←

←

日
光
川
北
伊
蒿
序
を
付
加          

栗
原
寛
に
よ
る
注
を
付
加

 

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）

年
時
未
詳

←   

←

春
日
易
重
の
校
訂
筆
写            

中
島
則
道
の
筆
写

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）

文
化
十
年
（
一
八
一
三
） 

＝
〔
春
日
本
〕
成
立              

＝
〔
中
島
本
〕
成
立

渋
川
退
翁
に
よ
る
記
・
語
り

 　

 

←
実
録
原
型
（
著
者
未
詳
）
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
頃

文
書
の

　

写
し

実
録
部
分
に
関
し
て
〔
春
日
本
〕〔
中
島
本
〕
の
本
文
を
対
校
し
て
み
る
と
、
全

体
と
し
て
は
共
通
す
る
部
分
が
多
く
、
そ
こ
で
は
表
現
の
細
部
ま
で
合
致
す
る
の

に
対
し
、
共
通
し
な
い
部
分
に
お
い
て
は
、〔
中
島
本
〕
の
方
が
詳
細
に
踏
み
込
ん

で
描
写
す
る
と
い
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、〔
春
日
本
〕
の
方
が

原
型
成
立
〜
転
写
初
期
の
本
文
を
残
し
て
お
り
、〔
中
島
本
〕
は
こ
れ
よ
り
後
の
時

期
、
転
写
の
中
で
よ
り
積
極
的
に
補
訂
が
行
わ
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
。

こ
こ
で
『
木
地
谷
敵
討
』
と
い
う
書
の
特
色
を
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
。
ま
ず
、

一
書
の
中
に
実
録
と
文
書
と
が
併
存
す
る
点
。
ま
た
実
録
部
分
に
は
、
退
翁
に
よ

る
記
と
語
り
に
基
づ
く
こ
と
に
よ
り
、
文
書
に
は
残
り
に
く
い
、
当
事
者
の
み
が

－２２２－
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知
る
事
情
や
解
釈
が
取
り
込
ま
れ
た
と
推
定
で
き
る
点
で
あ
る
。

本
稿
は
、
こ
の
実
録
部
分
が
い
か
な
る
観
点
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
か
を
考

察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
次
の
第
二
節
に
お
い
て
、
実
録
部
分
を
幾

つ
か
の
章
段
に
区
切
り
な
が
ら
取
り
上
げ
、
文
書
に
記
す
と
こ
ろ
と
の
異
同
を
把

握
し
、
事
件
や
人
物
に
対
し
て
一
定
の
解
釈
が
存
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
実
録
本

文
が
記
述
さ
れ
た
こ
と
を
跡
づ
け
る
。
こ
こ
で
は
原
型
成
立
〜
転
写
初
期
の
本
文

に
近
い
と
見
ら
れ
る
〔
春
日
本
〕
本
文
に
拠
る
こ
と
と
す
る
。
続
い
て
第
三
節
で

は
〔
中
島
本
〕
が
独
自
の
本
文
を
持
つ
部
分
を
取
り
上
げ
、
転
写
の
段
階
で
生
じ

た
補
訂
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二
、
原
型
成
立
〜
転
写
初
期
段
階
の
実
録
本
文
に
つ
い
て

（
Ａ
）
発
端

一
、
木
地
谷
長
兵
衛
同
所
七
郎
兵
衛
山
畑
論
之
事

二
、
大
野
木
谷
に
を
ゐ
て
七
郎
兵
衛
長
兵
衛
を
殺
害
す
る
事
�
長
兵
衛
死
骸
を
取
帰
事

【
梗
概
】
木
地
谷
の
木
地
師
長
兵
衛
と
甥
の
七
郎
兵
衛
と
は
山
畑
の
境
を
め
ぐ
っ
て
争
論

が
絶
え
な
か
っ
た
。
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
四
月
二
十
一
日
、
七
郎
兵
衛
は
山
中
に

お
い
て
斧
で
長
兵
衛
を
打
ち
殺
害
す
る
。
長
兵
衛
の
息
子
五
兵
衛
が
公
儀
に
訴
え
る
と

言
う
の
を
、
伯
父
太
郎
兵
衛
、
従
兄
弟
五
郎
右
衛
門
は
固
く
止
め
、
事
故
と
し
て
済
ま

せ
る
。

長
兵
衛
・
七
郎
兵
衛
が
対
立
し
た
経
緯
に
関
し
て
、
ま
ず
文
書
に
記
す
と
こ
ろ

を
見
る
。（
ウ
）
の
中
の
五
兵
衛
の
供
述
「
三
助
兄
五
兵
衛
口
上
書
」
に
は
、
両
人

の
間
に
山
畑
の
境
を
め
ぐ
る
争
論
が
あ
り
、
庄
屋
年
寄
中
が
仲
裁
に
努
め
る
が
七

郎
兵
衛
が
承
引
し
な
い
た
め
、
四
月
十
九
日
（
長
兵
衛
横
死
の
前
々
日
）
両
人
を

伴
い
与
頭
四
郎
右
衛
門
方
へ
赴
こ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
道
中
に
お
い
て
七
郎
兵
衛

が
突
然
得
心
し
た
と
言
い
出
し
た
の
で
訴
え
を
取
り
や
め
た
と
記
し
て
い
る
。

十
七
年
以
前
巳
年
父
長
兵
衛
、
従
弟
七
郎
兵
衛
と
山
畑
境
争
論
仕
、
庄
屋
年

寄
中
色
々
取
扱
被
申
候
得
共
、
七
郎
兵
衛
承
引
不
仕
候
に
付
、
同
四
月
十
九

日
庄
屋
年
寄
中
、
双
方
召
連（
与
）
組
頭
四
郎
右
衛
門
殿
方
え
罷
出
可
申
と
、
下
阿

井
村
境
迄
参
申
候
所
、
何
と
心
得
候
哉
、
七
郎
兵
衛
申
様
、「
纔
之
儀
に
付
伯

父
甥
争
論
仕
、
役
人
衆
え
懸
御
苦
労
候
も
如
何
敷
候
間
、
是
迄
双
方
御
取
扱

之
通
に
承
引
可
仕
」
と
申
に
付
、
上
阿
井
村
え
罷
帰
申
候
。

一
方
（
イ
）
実
録
の
「
一
、
木
地
谷
長
兵
衛
同
所
七
郎
兵
衛
山
畑
論
之
事
」
の
章

段
で
は
、
こ
れ
よ
り
一
つ
前
の
出
来
事
か
ら
七
郎
兵
衛
の
言
動
を
描
い
て
い
く
。

両
者
の
争
論
は
七
郎
兵
衛
の
我
意
に
よ
っ
て
収
拾
つ
か
な
く
な
り
、
村
内
の
者
た

ち
は
ま
ず
庄
屋
六
郎
兵
衛
に
訴
え
出
た
と
い
う
。

村
役
人
古
老
の
者
打
寄
取
扱
と
い
へ
ど
も
、
七
郎
兵
衛
我
意
に
募
り
、
他
の

扱
ひ
を
用
ひ
ず
、
口
論
喧
嘩
に
及
事
た
び
�
�
な
れ
ば
、
村
内
の
者
も
捨
置
が

た
く
、
長
兵
衛
�
七
郎
兵
衛
同
道
し
て
庄
屋
六
郎
兵
衛
方
に
罷
出
…
…

こ
こ
で
七
郎
兵
衛
は
庄
屋
六
郎
兵
衛
に
対
し
、
役
人
衆
が
長
兵
衛
と
結
託
し
て
偏

頗
の
取
り
捌
き
を
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。

七
郎
兵
衛
傍
に
人
な
き
面
色
に
て
ゑ
せ
笑
ひ
、「
扨
々
役
人
衆
も
長
兵
衛
よ
り

能
々
頼
込
候
に
や
、
同
様
に
詞
を
か
ざ
り
下
手
狂
言
を
み
る
や
う
に
申
合
さ

れ
し
手
目
の
見
苦
し
さ
よ
」
と
、
さ
も
に
く
て
ら
し
く
の
ゝ
し
り
嘲
る

ま
ゝ
、
…
…

こ
れ
に
は
一
同
立
腹
し
、
か
く
て
与
頭
四
郎
右
衛
門
に
訴
え
る
こ
と
に
し
た
が
、

七
郎
兵
衛
は
突
然
翻
心
し
た
態
度
を
見
せ
る
。

既
に
四
郎
右
衛
門
宅
近
く
な
り
て
、
七
郎
兵
衛
な
に
と
か
お
も
ひ
け
ん
、
傍

の
石
に
腰
う
ち
懸
、「
い
づ
れ
も
先
し
ば
ら
く
是
に
て
御
休
足
候
へ
。
扨
々
思

ひ
廻
し
候
得
ば
、
大
勢
の
衆
え
御
世
話
を
か
け
、
何
と
も
気
の
毒
に
存
候
得
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ば
、
唯
今
ま
で
何
角
と
申
候
儀
は
偏
に
御
用
捨
下
さ
る
べ
し
。
…
…
右
山
畑

境
の
儀
は
、
村
内
衆
の
御
取
持
下
さ
れ
候
通
に
仕
べ
し
」
と
、
打
解
た
る
顔

し
て
手
を
つ
き
詞
を
つ
く
し
断
し
け
れ
ば
、

庄
屋
六
郎
兵
衛
は
、
か
ほ
ど
に
謝
る
か
ら
は
再
度
言
い
募
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
、

こ
れ
に
て
事
を
収
め
る
。

以
上
殊
に
傍
線
部
に
見
え
る
如
く
、
我
意
を
露
わ
に
し
て
い
た
も
の
が
忽
ち
下

手
に
出
る
様
を
描
く
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
彼
の
内
面
に
注
目
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

山
畑
境
争
論
は
村
内
の
者
扱
に
よ
り
て
長
兵
衛
、
七
郎
兵
衛
納
得
い
た
し
事

静
て
両
家
和
睦
の
や
う
に
見
へ
け
る
が
、
七
郎
兵
衛
が
底
意
解
ず
し
て
、
ふ

か
く
忿
を
ふ
く
み
居
け
る
。

七
郎
兵
衛
は
詫
び
て
承
引
し
て
見
せ
る
こ
と
で
与
頭
の
前
に
出
る
事
態
を
避
け
た

が
、
こ
れ
が
却
っ
て
心
中
に
忿
懣
を
増
幅
さ
せ
、
長
兵
衛
殺
害
へ
と
突
き
動
か
す

こ
と
に
な
っ
た
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
人
物
の
感
情
（
こ
こ
で
は
封
じ
込
め
ら

れ
た
忿
り
）
を
捉
え
、
そ
こ
か
ら
次
の
行
為
（
殺
害
）
を
理
由
付
け
る
と
い
う
の

は
、
実
録
に
典
型
的
な
様
式
で
あ
る
。

続
く
長
兵
衛
殺
害
の
こ
と
に
関
し
て
、
前
引
の
「
三
助
兄
五
兵
衛
口
上
書
」
で

は
、
四
月
二
十
一
日
の
朝
、
七
郎
兵
衛
が
長
兵
衛
を
訪
ね
て
、
代
官
所
の
下
代
衆

よ
り
誂
え
の
あ
っ
た
丸
盆
を
作
る
た
め
の
材
が
無
い
と
言
い
、
長
兵
衛
が
自
分
が

こ
れ
を
見
立
て
よ
う
と
言
っ
て
山
へ
入
っ
て
行
っ
た
こ
と
、
五
兵
衛
が
父
の
帰
り

が
遅
い
の
を
心
配
し
て
七
郎
兵
衛
に
尋
ね
る
が
、
全
く
知
ら
ぬ
と
言
い
、
自
分
の

下
人
に
も
捜
索
を
手
伝
わ
せ
よ
う
と
言
っ
て
遣
わ
し
た
こ
と
を
い
う
。

四
月
廿
一
日
の
朝
七
郎
兵
衛
罷
越
申
様
、「
御
誂
の
丸
盆
其
方
�
挽
立
出
し
可

被
申
。
私
方
に
は
木
も
無
之
候
間
、
得
挽
不
申
」
由
申
に
付
、
父
長
兵
衛
�

申
候
は
、「
此
方
に
も
木
地
無
之
候
得
ば
、
今
日
山
え
罷
越
見
立
可
申
」
と
及

返
答
、
父
は
朝
五
ツ
時
分
山
え
上
り
申
候
。
其
跡
�
七
郎
兵
衛
も
同
じ
山
え

参
申
候
処
、
…
…
（
父
の
帰
り
が
遅
い
の
で
、
行
方
を
知
ら
ぬ
か
と
）
相
尋

候
へ
ば
、
七
郎
兵
衛
申
様
、「
私
と
は
山
違
候
間
、
一
円
様
子
不
存
候
。
何
様

気
遣
の
事
に
候
」
迚
、
七
郎
兵
衛
下
人
市
郎
兵
衛
に
も
為
尋
可
申
由
に
而
、

両
人
夜
に
入
相
尋
候
得
共
、
相
レ知
不
申
。

こ
の
部
分
、
実
録
で
は
、
事
の
流
れ
は
同
様
で
あ
る
が
、
傍
線
部
の
よ
う
な
七
郎

兵
衛
の
振
る
舞
い
と
そ
の
意
図
（
悪
意
）
と
が
示
さ
れ
る
。

四
月
廿
一
日
朝
七
郎
兵
衛
長
兵
衛
が
方
に
来
り
て
申
け
る
は
、「
御
代
官
所
下

代
衆
よ
り
誂
の
丸
盆
其
元
よ
り
拵
出
さ
る
べ
き
哉
。
手
前
に
は
木
地
も
な
け

れ
ば
得
挽
立
申
ま
じ
く
」
と
い
ひ
け
れ
ば
、
長
兵
衛
が
曰
、「
此
方
に
も
取
置

た
る
木
地
は
な
け
れ
ど
、
受
合
候
品
今
さ
ら
木
地
な
し
と
も
申
さ
る
ま
じ
。

け
ふ
は
大
野
木
谷
辺
え
参
り
、
木
地
見
立
申
べ
し
」
と
答
へ
け
る
。
七
郎
兵

衛
何
歟
思
ひ
付
た
る
気
色
に
て
、
あ
た
ふ
た
我
家
に
帰
り
け
る
。
長
兵
衛
は

其
日
の
五
ツ
時
に
木
地
見
立
に
行
て
け
り
。
七
郎
兵
衛
も
斧
を
ふ
り
荷
ひ
、

長
兵
衛
が
跡
を
追
て
山
に
登
り
け
る
。

続
い
て
、
七
郎
兵
衛
が
五
兵
衛
か
ら
、
父
の
行
方
を
知
ら
ぬ
か
と
尋
ね
ら
れ
て
驚

き
の
面
色
を
見
せ
た
こ
と
、
彼
が
自
分
の
下
人
に
捜
索
を
手
伝
わ
せ
よ
う
と
申
し

出
た
の
を
五
兵
衛
は
不
自
然
に
感
じ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

（
五
兵
衛
が
、
貴
殿
は
父
の
行
方
を
知
ら
ぬ
か
と
尋
ね
る
と
）
七
郎
兵
衛
驚
き

た
る
面
色
に
て
、「
長
兵
衛
殿
に
は
い
づ
れ
の
山
へ
参
ら
れ
候
哉
、
一
円
影
だ

に
も
見
ざ
る
也
。
何
様
そ
れ
は
気
遣
ひ
の
事
な
り
。
此
方
下
人
市
郎
兵
衛
も

松
明
こ
し
ら
へ
五
兵
衛
殿
と
と
も
に
尋
さ
す
べ
し
。
…
…
」
と
、
山
畑
争
論

以
後
何
事
も
世
話
せ
ざ
り
し
七
郎
兵
衛
が
俄
に
取
持
け
る
は
心
得
ず
と
思
ひ

な
が
ら
、
市
郎
兵
衛
と
同
道
し
、
松
明
を
打
振
て
山
に
登
る
。

実
録
著
者
は
、
七
郎
兵
衛
は
村
内
衆
の
前
で
詫
び
た
時
以
来
、
忿
り
を
完
全
に
封

印
し
つ
つ
淡
々
と
殺
害
の
機
を
狙
い
実
行
し
た
と
解
し
て
い
る
。
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五
兵
衛
が
翌
朝
山
で
死
骸
を
発
見
、
斧
で
首
を
切
ら
れ
て
い
た
の
で
村
役
人
衆

に
届
け
出
よ
う
と
す
る
の
を
、
伯
父
の
太
郎
兵
衛
、
従
弟
の
五
郎
右
衛
門
が
固
く

止
め
、
事
故
扱
い
に
さ
せ
た
と
す
る
。
ま
ず
五
兵
衛
の
供
述
（「
三
助
兄
五
兵
衛
口

上
書
」）
に
よ
れ
ば
、
二
人
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
親
戚
同
士
の
事
で
あ
る
点
（
七

郎
兵
衛
の
母
は
長
兵
衛
の
妹
）、
事
件
扱
い
に
す
れ
ば
村
方
に
難
渋
を
か
け
る
こ
と

に
な
る
点
を
挙
げ
た
と
い
う
。

「
死
骸
を
其
儘
村
役
人
衆
掛
御
目
候
上
に
而
山
�
取
帰
可
申
」
と
申
候
得
共
、

太
郎
兵
衛
、
五
郎
右
衛
門
抔
�
心
得
違
の
儀
申
候
迚
私
を
呵
、
死
骸
を
其
儘

山
�
取
帰
葬
送
仕
様
に
と
色
々
異
見
仕
候
に
付
、
私
�
申
候
は
、「
是
は
慥
に

斧
に
而
切
候
体
に
相
見
候
。
外
に
人
の
可
参
所
に
而
も
無
之
。
決
而
七
郎
兵

衛
仕
業
と
存
候
得
ば
、
難
捨
置
。
御
上
の
御
吟
味
奉
願
度
」
と
色
々
申
候
得

共
、
太
郎
兵
衛
、
五
郎
右
衛
門
よ
り
「
此
段
御
上
え
訴
出
候
は
ゞ
、
七
郎
兵

衛
は
如
何
様
可
被
仰
付
も
難
計
は
候
得
共
、
七
郎
兵
衛
母
は
、
長
兵
衛
、
太

郎
兵
衛
妹
の
儀
に
候
間
、
偏
に
堪
忍
仕
候
様
」
申
、
其
上
村
方
の
難
渋
彼
是

の
趣
を
以
厳
敷
異
見
仕
候
に
付
、
…
…
無
拠
其
儘
に
相
済
葬
送
仕
候
。

一
方
実
録
に
お
い
て
は
、
太
郎
兵
衛
、
五
郎
右
衛
門
の
振
る
舞
い
は
次
の
よ
う

で
あ
っ
た
と
す
る
。

太
郎
兵
衛
、
五
郎
右
衛
門
と
く
と
疵
を
改
見
て
、
傍
に
寄
耳
に
口
よ
せ
、「
是

は
慥
に
斧
に
て
切
た
り
と
み
ゆ
れ
ば
、
必
定
七
郎
兵
衛
山
畑
の
意
趣
に
て
切

た
る
な
ら
ん
。
し
か
し
是
と
て
も
肉
縁
の
も
の
な
れ
ば
、
大
事
の
場
也
。
先
々

死
骸
を
と
り
帰
り
然
る
べ
し
」
と
い
ふ
。
五
兵
衛
は
泣
沈
み
て
居
た
り
し
が
、

「
是
は
慥
に
相
手
あ
り
と
見
受
た
り
。
此
儘
御
公
儀
え
訴
へ
検
者
を
う
け
、
御

吟
味
を
願
ひ
敵
を
う
た
せ
て
玉
は
れ
」
と
、
む
づ
と
座
し
て
帰
る
べ
き
体
な

ら
ね
ば
、
五
郎
右
衛
門
、
太
郎
兵
衛
左
右
に
す
り
寄
詞
を
揃
へ
、「
扨
々
不
埒

千
万
の
申
事
哉
。
嘆
き
に
心
も
迷
ひ
け
る
や
。
た
と
ひ
死
し
た
る
父
に
も
せ

よ
、
魂
う
ち
に
あ
る
な
れ
ば
、
か
ゝ
る
野
山
に
と
め
置
か
ら
だ
を
雨
露
に
さ

ら
さ
れ
て
嬉
し
と
も
思
ふ
ま
じ
。
又
孝
行
に
も
な
る
べ
き
哉
。
ま
づ
�
�
家
に

つ
れ
帰
り
、
一
類
打
寄
衆
評
致
さ
ん
。
い
よ
�
�
相
手
も
あ
ら
ば
、
我
々
と
て

も
捨
置
べ
き
か
。
物
に
狂
ひ
た
る
事
也
」
と
い
ろ
�
�
す
か
し
な
だ
め
け
れ
ば
、

五
兵
衛
頭
を
あ
げ
、「
な
る
程
御
尤
の
仰
也
。
し
か
ら
ば
宿
に
つ
れ
帰
る
べ
し
。

た
と
ひ
御
吟
味
の
願
ひ
不
レ

叶
と
も
、
相
手
を
聞
出
し
、
敵
を
う
た
で
置
べ
き

歟
」
と
、
泣
沈
た
る
母
を
引
立
す
か
し
な
だ
め
て
、
な
く
�
�
死
骸
を
我
家
に

取
か
へ
り
け
る
。

こ
こ
で
は
、
太
郎
兵
衛
と
五
郎
右
衛
門
は
、
七
郎
兵
衛
の
仕
業
で
あ
る
こ
と
を
確

信
の
う
え
で
、
相
互
に
密
談
し
、
事
故
と
し
て
済
ま
せ
る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。

一
方
の
五
兵
衛
が
公
儀
へ
届
け
出
る
と
主
張
し
て
譲
ら
ぬ
様
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
な
が
ら
（「
む
づ
と
座
し
て
」
云
々
）、
そ
れ
を
両
人
が
無
理
に
説
得
し
た
と
す

る
。
し
か
も
こ
こ
で
、
父
親
の
た
め
に
早
く
死
骸
を
家
に
連
れ
帰
る
べ
き
だ
と
、

孝
を
持
ち
出
し
て
責
め
て
い
る
。
前
掲
の
口
上
書
で
は
、
親
類
間
の
出
来
事
で
あ

る
こ
と
、
事
件
扱
い
に
す
る
と
村
内
に
面
倒
が
か
か
る
こ
と
を
、
五
兵
衛
に
対
し

て
率
直
に
説
い
た
と
な
っ
て
い
た
。
実
録
の
方
が
両
人
の
不
条
理
が
強
調
さ
れ
、

五
兵
衛
に
と
っ
て
よ
り
苛
酷
な
状
況
を
作
り
出
し
て
い
る
。

（
Ｂ
）
母
子
の
苦
難
、
証
拠
の
探
求
、
母
の
内
面

三
、
庄
屋
六
郎
兵
衛
取
捌
の
事
�
太
郎
兵
衛
五
郎
右
衛
門
後
家
を
す
か
す
事

四
、
五
兵
衛
母
親
に
孝
行
の
事
�
母
親
子
共
に
異
見
之
事

五
、
三
助
し
き
り
に
敵
討
を
い
そ
ぐ
事

六
、
敵
の
証
拠
を
聞
出
し
母
親
本
心
を
あ
か
す
事
附
七
郎
兵
衛
五
兵
衛
出
合
之
事

【
梗
概
】
遺
さ
れ
た
母
子
は
、
庄
屋
六
郎
兵
衛
に
、
七
郎
兵
衛
の
仕
業
で
あ
る
と
訴
え
て

吟
味
を
請
う
が
、
伯
父
太
郎
兵
衛
と
通
じ
て
い
る
六
郎
兵
衛
は
取
り
合
わ
な
い
。
兄
弟

六
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は
無
念
を
�
み
し
め
つ
つ
苦
難
の
日
々
を
送
る
。
後
年
兄
弟
が
成
長
す
る
に
至
っ
て
、

母
は
敵
討
の
本
望
を
明
か
す
。
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
十
二
月
二
十
一
日
、
五
兵
衛
は

七
郎
兵
衛
と
出
合
っ
て
口
論
と
な
り
、
そ
の
方
は
父
の
敵
ゆ
え
討
ち
果
た
す
と
告
げ
る
。

庄
屋
六
郎
兵
衛
が
母
子
の
願
い
入
れ
を
退
け
た
こ
と
に
つ
い
て
、
文
書
に
は
見

え
な
い
。
実
録
が
こ
れ
を
記
す
こ
と
で
注
目
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、

（
庄
屋
か
ら
退
け
ら
れ
）
後
家
を
始
め
二
人
の
者
共
（
五
兵
衛
、
三
助
）、
今

は
誰
を
頼
ん
方
も
な
け
れ
ば
、
唯
涙
の
外
い
ら
へ
な
く
、
臥
沈
て
嘆
き
け
る

が
、
扨
し
も
有
べ
き
事
な
ら
ね
ば
、
な
く
�
�
だ
び
の
い
と
な
み
取
し
た
ゝ
め
、

野
外
に
送
り
か
へ
り
け
る
は
、
本
意
な
か
り
け
る
事
ど
も
也
。

と
、
夫
親
を
殺
害
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
周
囲
か
ら
正
当
な
扱
い
を
受
け
ず
孤
立

し
た
母
子
の
悲
愁
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
庄
屋
六
郎
兵
衛
は
、
母
子
の
訴
え
に
対
し
て
、「
そ
れ
に
は
慥
に
証
拠
あ
る

事
に
や
。
証
拠
な
く
て
は
中
々
左
様
の
吟
味
難
レ

成
」「
何
ぞ
や
刃
物
疵
に
相
違
な
し

と
申
証
拠
あ
る
に
や
。
剣
を
植
た
る
如
き
巌
に
あ
た
り
て
は
、
首
に
傷
足
手
を
損

ぜ
ん
こ
と
寔
に
刃
の
疵
の
ご
と
く
な
る
べ
し
」
と
取
り
合
わ
な
い
。
三
助
（
こ
の

時
十
二
歳
）
は
「
是
は
御
役
人
の
仰
と
も
不
レ

覚
。
さ
ほ
ど
に
証
拠
し
れ
居
申
事
な

れ
ば
、
御
吟
味
は
御
願
申
さ
ず
候
。
証
拠
の
し
れ
難
き
故
に
こ
そ
御
吟
味
を
御
願

申
に
て
候
へ
」
と
食
い
下
が
り
、
我
々
兄
弟
の
う
ち
一
人
を
同
じ
谷
か
ら
突
き
落

と
し
て
、
父
の
疵
が
岩
で
打
っ
た
も
の
か
刃
物
に
よ
る
も
の
か
確
か
め
な
さ
る
が

よ
い
と
、
忿
り
の
涙
を
こ
ぼ
し
て
詰
め
寄
る
が
退
け
ら
れ
た
と
も
い
う
。
後
続
の

段
を
読
む
と
、
こ
こ
で
「
証
拠
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
兄
弟
の
思
考
を
大
き
く
縛
っ

た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

一
方
七
郎
兵
衛
の
側
は
、
事
故
と
し
て
収
め
ら
れ
た
こ
と
を
悦
ん
だ
と
す
る
。

（
七
郎
兵
衛
は
）
隠
便
に
事
済
け
る
と
聞
て
、
弟
徳
右
衛
門
、
同
八
郎
兵
衛
�

嫡
子
安
右
衛
門
、
二
男
弥
之
助
後
弥
三
兵
衛

と
改
号
す

打
寄
悦
事
限
な
し
。

勿
論
七
郎
兵
衛
の
弟
や
子
供
ら
が
後
に
、
我
々
は
こ
の
時
悦
ん
だ
な
ど
と
供
述
す

る
は
ず
も
な
く
、
文
書
に
こ
の
類
の
こ
と
は
出
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
（
エ
）「
郡

奉
行
佐
々
氏
御
状
之
写
」
で
は
、
弟
や
子
供
ら
は
当
初
か
ら
関
知
し
て
い
な
か
っ

た
と
見
な
さ
れ
た
と
す
る
。

七
郎
兵
衛
伜
安
右
衛
門
、
弥
三
兵
衛
、
同
人
弟
徳
右
衛
門
、
八
郎
兵
衛
儀
、

先
年
七
郎
兵
衛
長
兵
衛
を
殺
候
儀
不
存
筈
、
殊
に
伜
共
は
其
節
幼
少
故
猶
以

不
存
筈
に
候
…
…

実
録
で
は
、
こ
こ
で
七
郎
兵
衛
側
の
心
の
内
に
言
及
し
て
お
こ
う
と
の
意
図
が
働

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
一
方
で
母
子
の
側
の
無
念
苦
渋
の
暮
ら
し

ぶ
り
を
記
す
こ
と
と
連
動
し
て
い
る
。

長
兵
衛
死
去
の
後
は
月
日
を
経
て
貧
し
く
な
り
、
木
地
挽
の
細
工
売
先
を
も

七
郎
兵
衛
に
押
領
せ
ら
れ
、
彼
争
論
せ
し
山
畑
も
村
役
人
扱
に
て
済
け
る
が
、

い
つ
と
も
な
く
是
も
七
郎
兵
衛
が
物
と
な
り
ぬ
。
次
第
に
貧
し
く
な
り
行
け

れ
ば
、
漸
炭
を
焼
樵
夫
な
ん
ど
し
て
其
日
を
送
る
。

身
内
を
討
た
れ
た
者
が
苦
難
の
日
を
送
る
様
を
描
き
出
す
の
は
、
敵
討
物
実
録
の

典
型
的
方
法
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
母
の
心
中
が
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
見
る
。
文
書

（
ウ
）
に
収
め
る
母
の
供
述
（「
三
助
母
口
上
書
」）
に
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

決
而
甥
七
郎
兵
衛
山
畑
の
意
趣
に
而
切
殺
候
と
察
申
候
得
ど
も
、
長
兵
衛
兄

太
郎
兵
衛
、
従
弟
五
郎
右
衛
門
�
手
過
に
紛
無
之
旨
色
々
申
に
付
、
私
は
女

の
事
、
子
共
は
幼
年
故
、
是
非
な
く
親
類
共
任
申
旨
打
過
候
処
、
子
共
も
成

長
仕
候
へ
ば
、
何
卒
敵
を
討
取
候
様
兼
而
申
聞
、
折
を
見
合
候
…
…

こ
こ
に
は
、
当
初
か
ら
七
郎
兵
衛
の
仕
業
と
察
し
つ
つ
、
是
非
な
く
親
類
共
の
計

ら
い
に
任
せ
た
が
、
子
供
も
成
長
し
た
の
で
、
討
ち
取
る
よ
う
申
し
聞
か
せ
折
を

見
合
わ
せ
て
い
た
と
い
う
、
事
の
経
緯
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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一
方
実
録
に
お
い
て
は
、
五
兵
衛
が
初
め
て
敵
討
の
本
意
を
明
か
し
た
時
、
母

は
そ
れ
を
敢
え
て
止
め
た
と
す
る
。

（
五
兵
衛
の
言
葉
を
聞
き
）
母
も
世
に
嬉
し
く
は
お
も
ひ
な
が
ら
、
兼
て
子
共

の
成
長
を
待
て
敵
を
う
た
ん
と
お
も
ひ
定
め
け
れ
ば
、
先
々
五
兵
衛
が
心
を

静
め
ん
と
、
態
と
無
興
に
も
て
な
し
、「
扨
々
其
方
は
よ
し
な
き
こ
と
を
思
物

哉
。
敵
は
七
郎
兵
衛
な
ら
ん
と
推
量
は
致
せ
ど
も
、
た
し
か
な
る
証
拠
な
き

ゆ
へ
、
親
類
を
は
じ
め
役
人
衆
も
怪
我
死
と
定
め
た
る
事
を
、
今
さ
ら
敵
呼

わ
り
し
て
切
殺
な
ば
、
父
え
は
孝
行
に
も
な
る
べ
き
が
、
忽
人
ご
ろ
し
の
咎

を
う
け
、
此
母
ま
で
い
か
な
る
重
科
に
逢
べ
き
も
難
計
。
…
…
」
と
様
々
す

か
し
宥
め
け
れ
ば
、
元
来
五
兵
衛
母
へ
孝
行
厚
き
者
な
れ
ば
、
此
詞
に
今
さ

ら
押
た
る
仕
方
も
致
し
難
く
、
何
卒
敵
の
証
拠
を
糺
し
母
を
所
縁
の
方
へ
預

け
置
、
心
安
く
本
望
を
達
せ
ん
も
の
を
と
、
い
ろ
�
�
尋
さ
ぐ
れ
ど
も
、
慥
に

敵
と
い
ふ
手
懸
り
も
な
け
れ
ば
、
忿
を
押
へ
て
時
を
こ
そ
待
け
れ
。

母
が
口
上
書
に
述
べ
て
い
た
と
こ
ろ
を
も
う
一
歩
踏
み
込
め
ば
、
こ
の
よ
う
に
、

子
供
が
成
長
す
る
ま
で
は
敢
え
て
一
念
を
封
じ
込
め
て
い
た
と
い
う
理
解
に
辿
り

着
く
。

と
こ
ろ
で
実
録
著
者
は
、「
証
拠
」
を
め
ぐ
っ
て
の
兄
弟
た
ち
の
思
い
に
注
目
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
彼
等
は
か
つ
て
庄
屋
六
郎
兵
衛
か
ら
、
証
拠
な
し
と
退
け
ら

れ
た
。
こ
こ
で
母
は
、
時
節
を
待
て
と
言
わ
ん
と
し
て
「
た
し
か
な
る
証
拠
な
き
」

と
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
五
兵
衛
は
こ
れ
を
正
面
か
ら
受
け
と
め
た
。
事
件
か
ら

十
年
が
経
過
し
、
三
助
が
、
こ
れ
以
上
待
て
な
い
と
勇
み
立
つ
の
を
五
兵
衛
は
宥

め
、「
七
郎
兵
衛
を
敵
と
い
ふ
慥
な
る
証
拠
な
く
し
て
事
を
な
さ
ば
、
人
殺
し
の
科

を
う
け
、
母
に
迄
憂
目
を
み
す
る
不
孝
の
者
と
の
仰
ゆ
へ
」、
是
非
な
く
延
引
に
及

ん
で
い
る
の
だ
と
説
く
。
さ
ら
に
、
た
と
え
証
拠
を
得
て
討
っ
た
と
て
科
を
免
れ

得
ぬ
か
も
知
れ
ぬ
が
、
そ
れ
で
も
証
拠
は
必
要
で
あ
る
と
言
う
。

「
た
と
へ
敵
と
い
ふ
証
拠
あ
り
て
討
と
も
、
農
民
の
事
な
れ
ば
、
人
殺
の
科
に

行
は
る
べ
き
も
難
レ

計
。
さ
れ
ど
も
同
じ
罪
に
行
る
ゝ
と
も
、
不
法
人
よ
狂
人

よ
と
諸
人
に
指
さ
ゝ
れ
ん
よ
り
、
何
卒
実
否
を
糺
し
、
其
上
に
て
事
を
な
さ

ば
、
母
人
迄
科
の
か
ゝ
る
事
も
あ
る
ま
じ
。」

三
助
も
こ
の
理
に
伏
し
、
証
拠
不
可
欠
と
い
う
思
い
を
共
有
す
る
よ
う
に
な
る
。

さ
て
前
掲
し
た
母
の
口
上
書
で
「
子
共
も
成
長
仕
候
へ
ば
、
何
卒
敵
を
討
取
候

様
兼
而
申
聞
」
と
の
み
述
べ
て
い
た
部
分
を
、
実
録
で
は
詳
細
に
描
き
込
む
。
同

じ
木
地
谷
に
住
む
清
三
郎
の
女
房
が
、
十
六
年
前
長
兵
衛
横
死
の
日
、
山
か
ら
戻
っ

て
来
た
七
郎
兵
衛
に
会
い
、
袖
に
大
分
の
血
が
付
い
て
い
る
の
を
見
て
不
審
に
思

い
尋
ね
た
が
、
鼻
血
で
あ
る
と
言
い
、
こ
の
こ
と
を
他
言
せ
ぬ
よ
う
止
め
ら
れ
た

と
明
か
す
。
こ
れ
に
よ
り
母
は
兄
弟
を
集
め
て
報
仇
の
望
み
を
告
げ
る
。

（
母
は
）
五
兵
衛
、
三
助
、
七
兵
衛
を
招
て
申
け
る
は
、「
…
…
今
日
不
思
儀

に
十
六
年
の
昔
語
り
を
聞
、
七
郎
兵
衛
を
敵
と
い
ふ
慥
な
る
手
懸
り
聞
出
し

候
。
殊
に
其
方
達
も
成
長
し
た
る
上
は
、
何
と
ぞ
智
計
を
め
ぐ
ら
し
、
此
上

に
も
明
白
な
る
証
拠
を
求
て
仇
を
報
ひ
、
夫
の
黄
泉
の
意
恨
を
は
ら
し
呉
よ
」

と
、
彼
清
三
郎
女
房
が
咄
け
る
始
終
を
物
語
け
る
。

続
い
て
彼
女
は
、
こ
こ
ま
で
抑
え
込
ん
で
い
た
思
い
を
一
度
に
吐
露
す
る
。

扨
又
数
珠
袋
の
中
よ
り
紙
に
包
た
る
物
を
取
出
し
、「
是
こ
そ
先
年
夫
横
死
の

砌
我
も
か
け
付
村
下
坂
に
て
朱
に
染
た
る
む
な
し
き
死
骸
に
向
ひ
、『
御
あ
や

ま
ち
と
は
み
え
ず
候
へ
ば
、
御
相
手
の
有
べ
し
。
仇
を
報
ひ
黄
泉
の
御
恨
を

は
ら
し
申
さ
ん
』
と
、
其
あ
た
り
の
草
に
血
の
付
た
る
を
引
ち
ぎ
り
、
た
と

へ
い
つ
ま
で
も
此
恨
を
報
ぜ
ず
ん
ば
、
片
時
も
忘
る
ま
じ
と
心
に
誓
ひ
て
此

草
を
納
置
、
そ
れ
よ
り
此
か
た
仏
前
に
向
ふ
毎
に
世
に
な
き
夫
の
血
し
ほ
を

見
て
、
其
時
を
思
ひ
出
し
、
無
念
の
年
月
を
送
る
う
ち
、
折
々
五
兵
衛
よ
り

我
に
ゆ
る
し
を
う
け
仇
を
討
た
き
と
申
さ
れ
し
を
、
心
な
ら
ず
も
差
留
け
る

八
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胸
の
中
推
量
せ
よ
。
殊
に
三
助
は
生
質
勇
気
者
に
て
、
年
来
我
差
留
れ
ど
も
、

や
ゝ
も
す
れ
ば
事
を
な
さ
ん
と
い
さ
み
進
む
を
、
五
兵
衛
さ
ま
�
�
と
取
押
へ
、

何
角
と
心
遣
ひ
の
程
感
じ
や
ら
れ
て
候
ぞ
や
。
又
あ
る
時
は
三
人
の
子
共
の

中
病
気
に
て
打
臥
候
節
は
、
万
一
病
死
も
し
た
ら
ん
時
は
、
我
本
心
を
打
明

ず
し
て
い
か
ゞ
す
べ
き
哉
と
、
仏
前
に
む
か
ひ
て
幾
度
か
涙
を
お
と
し
、
人

し
ら
せ
ず
亡
夫
え
断
し
け
る
也
。
…
…
」
と
、
始
て
本
心
を
あ
か
し
け
る
。

亡
夫
へ
の
思
い
、
懐
き
続
け
て
き
た
無
念
、
敵
討
の
切
望
、
子
供
た
ち
に
向
け
る

思
い
を
明
か
し
て
い
る
。
か
か
る
話
は
、
渋
川
退
翁
の
語
り
に
由
来
す
る
か
、
あ

る
い
は
実
録
著
者
に
よ
る
虚
構
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
母
の
内
面
に
大
き
く
関
心
を

向
け
て
い
る
。
こ
れ
が
ま
た
転
写
の
段
階
で
〔
中
島
本
〕
に
お
い
て
一
層
顕
著
に

な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

五
兵
衛
は
こ
う
し
て
母
の
本
心
を
聞
い
て
以
降
、
敵
討
の
意
志
を
顕
わ
に
す
る

よ
う
に
な
る
。
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
十
二
月
二
十
一
日
、
木
地
谷
御
番
所
の

前
で
七
郎
兵
衛
に
出
会
い
口
論
と
な
る
。
七
郎
兵
衛
が
木
地
挽
き
の
役
銀
の
こ
と

で
難
を
言
い
懸
け
る
の
を
五
兵
衛
は
切
り
返
し
、
そ
の
方
は
親
の
敵
ゆ
え
必
ず
討

つ
と
告
げ
る
。「
三
助
兄
五
兵
衛
口
上
書
」
で
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

去
申
十
二
月
廿
一
日
、
私
儀
内
谷
鍛
冶
屋
え
参
罷
帰
候
節
、
木
地
谷
御
番
所

の
庭
に
七
郎
兵
衛
居
候
所
え
通
り
懸
候
得
ば
、
木
地
挽
役
銀
の
事
何
角
と
申

に
付
、
私
申
候
は
、「
役
銀
の
儀
は
兎
も
あ
れ
、
其
方
は
父
の
敵
に
紛
な
き
証

拠
有
之
候
得
ば
、
捨
置
不
申
」
と
申
候
得
ば
、
御
番
人
梶
野
源
左
衛
門
様
�

「
申
分
有
之
候
は
ゞ
罷
帰
可
申
。
御
番
所
門
先
に
於
て
不
届
成
」
と
御
呵
被
成

候
故
、
互
に
立
別
れ
申
候
。

実
録
に
は
、
五
兵
衛
は
炭
焼
き
を
し
て
「
可
部
屋
勘
左
衛
門
と
云
鉄
師
」（
即
ち

櫻
井
家
）
へ
納
め
て
い
た
と
し
、
こ
の
日
可
部
屋
か
ら
の
帰
り
、
木
地
谷
御
番
所

の
前
で
七
郎
兵
衛
に
出
会
っ
た
と
す
る
。
ま
ず
こ
の
時
の
七
郎
兵
衛
の
様
を
、

七
郎
兵
衛
近
年
は
余
程
福
分
に
暮
し
、
万
事
の
世
話
は
子
共
弟
な
ど
に
打
任

せ
隙
人
に
な
り
て
、
身
の
廻
り
迄
も
温
げ
に
出
立
、
…
…

と
描
く
の
は
、
前
掲
箇
所
に
、
木
地
挽
き
細
工
の
売
り
先
も
押
領
し
、
争
論
せ
し

山
畑
も
我
が
物
と
し
た
と
あ
っ
た
の
と
対
応
す
る
。
こ
こ
で
七
郎
兵
衛
は
五
兵
衛

に
対
し
て
、
従
兄
弟
で
あ
り
な
が
ら
不
通
に
し
て
い
る
の
は
不
当
で
あ
る
、
定
め

て
木
地
挽
き
の
役
銀
を
当
方
の
み
に
払
わ
せ
よ
う
と
し
て
無
実
を
申
し
懸
け
る
の

で
あ
ろ
う
と
決
め
付
け
る
。
五
兵
衛
は
、
こ
れ
は
意
図
的
に
企
む
と
こ
ろ
が
あ
っ

て
言
う
も
の
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
、「
お
ど
し
か
け
て
先
の
所
為
を
白
状
さ
せ
、
わ

び
言
を
さ
せ
て
そ
れ
を
証
拠
に
鬱
憤
を
晴
さ
ん
」
と
思
案
し
て
言
い
懸
け
る
。

「
其
方
儀
は
親
の
敵
に
紛
れ
な
し
。
唯
今
迄
は
私
共
幼
年
彼
是
無
念
の
年
月
を

た
へ
忍
び
候
へ
ど
も
、
最
早
捨
置
申
さ
じ
。
さ
れ
ど
も
当
年
は
最
早
余
日
な

け
れ
ば
、
老
母
に
安
楽
に
年
も
い
た
さ
せ
た
し
。
春
に
至
り
候
は
ゞ
早
々
討

て
捨
候
間
、
存
寄
も
あ
ら
ば
御
公
儀
え
御
願
に
て
も
申
さ
れ
よ
。
此
方
に
は

慥
に
証
拠
有
之
候
間
、
中
々
捨
置
申
さ
ず
」
と
云
け
れ
ば
、
七
郎
兵
衛
俄
に

色
青
く
な
り
て
、「
扨
々
跡
方
も
な
き
事
を
申
物
か
な
。
御
上
へ
此
方
よ
り
訴

申
事
少
も
な
し
。
其
方
よ
り
訴
申
旨
あ
ら
ば
、
願
候
得
」
と
、
跡
じ
さ
り
し

て
御
番
所
の
門
内
へ
入
に
け
り
。

か
く
て
、
五
兵
衛
優
位
へ
と
流
れ
が
変
わ
る
の
が
こ
の
時
点
で
あ
っ
た
と
す
る
の

で
あ
る
。

（
Ｃ
）
五
兵
衛
の
思
慮
、
敵
討
成
就

七
、
五
兵
衛
七
郎
兵
衛
と
偽
り
て
和
睦
の
事

八
、
兄
弟
蜜
々
相
談
の
事

九
、
三
助
敵
討
之
事

十
、
庄
屋
惣
右
衛
門
三
助
兄
弟
を
召
捕
働
の
事
�
双
方
口
上
書
之
事

－２１６－
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【
梗
概
】
翌
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
二
月
、
七
郎
兵
衛
か
ら
依
頼
を
受
け
た
善
兵
衛
、

六
左
衛
門
が
、
五
兵
衛
に
和
解
を
勧
め
に
来
る
。
後
日
御
番
所
の
庭
を
借
り
て
対
座
し
、

七
郎
兵
衛
は
長
兵
衛
殺
害
の
件
を
詫
び
、
五
兵
衛
は
和
解
を
認
め
る
一
札
を
渡
す
。
五

兵
衛
は
こ
れ
に
よ
り
、
人
々
の
前
で
殺
害
を
告
白
さ
せ
よ
う
と
図
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

兄
弟
は
四
月
二
十
一
日
亡
父
の
法
要
を
終
え
て
敵
討
に
動
き
出
す
。
五
月
四
日
、
三
助

は
、
七
郎
兵
衛
が
他
行
す
る
と
聞
い
て
跡
を
追
い
、
名
乗
り
懸
け
て
討
ち
取
る
。

ま
ず
文
書
の
側
、
五
兵
衛
の
供
述
（「
三
助
兄
五
兵
衛
口
上
書
」）
に
お
い
て
は
、

一
つ
前
の
出
来
事
、
即
ち
前
年
十
二
月
二
十
一
日
御
番
所
前
で
の
口
論
（
前
掲
）

と
、
こ
の
和
解
申
し
入
れ
一
件
と
の
関
わ
り
が
明
瞭
で
な
く
、
両
件
を
単
に
「
然

所
…
…
」
と
繋
ぐ
。
先
に
も
引
い
た
御
番
所
前
で
の
口
論
の
く
だ
り
か
ら
続
け
て

掲
げ
る
。

去
申
十
二
月
廿
一
日
、
…
…
（
木
地
谷
御
番
所
前
に
て
七
郎
兵
衛
と
口
論
に

な
り
、）
私
申
候
は
、「
役
銀
の
儀
は
兎
も
あ
れ
、
其
方
は
父
の
敵
に
紛
な
き

証
拠
有
之
候
得
ば
、
捨
置
不
申
」
と
…
…
互
に
立
別
れ
申
候
。
然�

所�

当
二
月

九
日
古
木
地
谷
善
兵
衛
、
六
左
衛
門
罷
越
、「
七
郎
兵
衛
に
意
恨
有
之
不
和
の

由
、
年
来
打
隔
候
事
に
も
候
得
ば
、
何
分
致
堪
忍
和
睦
仕
候
得
」
と
、
色
々

利
害
を
解
取
持
候
に
付
、
私
共
申
候
は
、「
左
候
は
ゞ
、
七
郎
兵
衛
�
、
其
方

の
親
の
敵
に
紛
無
之
候
処
、
此
度
両
人
取
持
に
付
堪
忍
仕
呉
忝
段
、
七
郎
兵

衛
は
勿
論
弟
子
共
に
至
迄
手
を
突
誤
入
詫
言
仕
候
は
ゞ
、
了
簡
可
仕
」
旨
受

合
、
同
十
四
日
、
七
郎
兵
衛
兄
弟
�
伜
共
不
残
、
私
共
兄
弟
三
人
共
に
罷
越
、

右
取
持
人
其
外
村
内
の
者
共
罷
出
、
木
地
谷
御
番
所
御
庭
を
か
り
、
七
郎
兵

衛
�
酒
を
買
、
親
子
兄
弟
詫
言
仕
候
故
、
中
直
り
仕
、
其
上
望
に
依
而
、
七

郎
兵
衛
儀
は
父
の
敵
に
候
得
共
、
此
度
取
扱
に
付
和
睦
仕
、
向
後
申
分
無
之

旨
、
取
持
両
人
当
に
書
付
認
遣
申
候
。
併
私
共
心
底
全
和
睦
の
存
念
無
御
坐

候
得
共
、
後
日
の
証
拠
と
奉
存
、
右
の
通
に
仕
候
。

一
方
実
録
に
お
い
て
は
、
御
番
所
前
で
の
口
論
と
、
和
解
申
し
入
れ
と
の
間
に

何
が
あ
っ
た
の
か
を
、
七
郎
兵
衛
の
心
中
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
描
き
出
す
。

扨
も
七
郎
兵
衛
は
長
兵
衛
を
殺
害
し
て
後
は
、
何
と
な
く
心
懸
り
に
て
、
他

行
万
事
に
油
断
せ
ざ
る
が
う
へ
、
去
く
れ
五
兵
衛
よ
り
申
け
る
こ
と
の
胸
に

こ
た
へ
て
安
心
な
ら
ず
、
我
身
の
滅
亡
近
き
に
あ
り
と
、
気
も
魂
も
身
に
添

ず
、
何
と
ぞ
五
兵
衛
兄
弟
の
者
の
心
を
静
め
る
手
段
も
や
と
、
御
番
所
梶
野

源
左
衛
門
は
兼
て
心
安
く
出
入
す
る
事
な
れ
ば
、
蜜
に
相
談
に
及
び
け
れ
ば
、

源
左
衛
門
頭
を
傾
け
、「
い
か
様
去
暮
五
兵
衛
が
申
分
に
て
は
、
深
く
遺
恨
を

挟
む
と
見
え
た
り
。
し
か
し
此
方
よ
り
訴
出
ん
も
、
彼
証
拠
あ
り
と
申
せ
し

か
ば
、
い
か
な
る
事
に
や
あ
ら
ん
。
な
ま
じ
ひ
な
る
訴
事
し
て
仕
損
ぜ
ば
、

大
事
の
場
也
。
さ
あ
れ
ば
と
て
打
捨
置
も
気
遣
し
け
れ
ば
、
何
と
ぞ
く
ち
が

し
こ
き
も
の
を
頼
、
両
家
和
睦
致
し
候
様
に
取
計
然
る
べ
し
」
と
て
、
古
木

地
谷
善
兵
衛
、
六
左
衛
門
を
呼
寄
、
三
つ
金
輪
に
て
相
談
あ
り
、
此
両
人
を

以
五
兵
衛
方
へ
扱
ひ
申
遣
け
る
。

再
度
、
一
つ
前
に
引
い
た
五
兵
衛
の
口
上
書
に
戻
る
。
彼
は
、（
二
重
傍
線
部
）

最
初
か
ら
和
睦
の
意
思
は
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
二
月
九
日
善
兵
衛
、

六
左
衛
門
か
ら
話
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
時
点
で
、（
点
線
部
）〈
七
郎
兵
衛
が
弟
と
息

子
を
同
伴
の
上
で
長
兵
衛
殺
害
の
件
を
詫
び
る
こ
と
〉
を
要
求
し
て
い
る
。
そ
し

て
十
四
日
当
日
は
（
破
線
部
）〈
御
番
所
の
庭
を
借
り
、
七
郎
兵
衛
よ
り
酒
を
買
う
〉

と
い
う
状
況
の
中
で
こ
れ
が
行
わ
れ
た
と
す
る
が
、
予
め
九
日
の
時
点
で
五
兵
衛

が
こ
れ
ら
の
こ
と
ま
で
要
求
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
曖
昧
で
あ
る
。

一
方
実
録
で
は
、
五
兵
衛
は
当
初
の
段
階
か
ら
〈
証
拠
を
得
る
〉
と
い
う
目
的

に
向
け
て
行
動
し
て
い
た
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
な
が
ら
記
述
し
て
い
く
。
彼
は
善

兵
衛
、
六
左
衛
門
か
ら
和
解
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
段
階
で
、〈
御
番
所
の
庭
を
借
り
、

七
郎
兵
衛
よ
り
酒
を
買
う
〉
こ
と
を
含
む
要
求
を
、
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
言
い
ぶ
り

一
〇
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で
突
き
つ
け
た
と
す
る
。

五
兵
衛
承
り
、「
…
…
殊
に
を
の
�
�
御
懇
切
の
御
異
見
に
従
ひ
、
此
以
後
ふ

つ
と
思
ひ
切
堪
忍
可
仕
候
。
し
か
し
御
面
倒
な
が
ら
御
番
所
の
御
庭
を
か
り
、

七
郎
兵
衛
よ
り
酒
を
買
、
伜
安
右
衛
門
、
弥
三
兵
衛
�
弟
徳
右
衛
門
、
八
郎
兵

衛
共
に
私
ど
も
え
手
を
つ
き
頭
を
下
、『
其
元
の
親
長
兵
衛
殿
を
手
に
懸
申
候

処
、
此
度
御
了
簡
下
さ
れ
命
を
御
助
け
、
向
後
睦
敷
な
し
下
さ
る
べ
き
段
忝

候
』
と
わ
び
言
仕
候
は
ゞ
、
そ
れ
に
て
年
来
の
無
念
を
は
ら
し
、
以
来
敵
の

か
の
字
も
申
ま
じ
く
候
。
若
又
此
儀
難
レ

成
と
候
は
ゞ
、
中
直
り
の
儀
気
の
毒

な
が
ら
御
断
申
也
。
孝
を
捨
恥
を
忍
て
了
簡
仕
儀
に
候
へ
ば
、
是
程
の
儀
は

御
取
持
衆
の
御
世
話
も
あ
る
べ
き
儀
と
存
ら
れ
候
」
と
申
け
れ
ば
、
善
兵
衛
、

六
左
衛
門
も
理
に
伏
し
、「
尤
な
る
申
事
也
」
と
う
な
づ
き
、
御
番
所
え
立
帰

り
、
源
左
衛
門
え
此
旨
申
述
、
七
郎
兵
衛
�
安
右
衛
門
、
徳
右
衛
門
を
も
呼
寄
、

五
兵
衛
が
返
答
の
趣
を
申
談
じ
け
る
。

か
く
て
五
兵
衛
は
自
分
の
側
優
位
、
し
か
も
御
番
所
で
人
々
が
立
ち
会
う
と
い
う

状
況
を
作
り
出
し
、
そ
の
中
で
七
郎
兵
衛
に
詫
び
さ
せ
た
。

七
郎
兵
衛
這
出
、
五
兵
衛
に
む
か
ひ
、「
是
迄
は
御
兄
弟
と
も
に
私
を
親
の
敵

の
よ
し
申
さ
れ
恨
を
ふ
く
み
、
出
入
も
な
く
、
気
の
毒
に
存
候
所
、
今
度
善

兵
衛
殿
、
六
左
衛
門
殿
御
取
持
に
付
、
何
事
も
御
了
簡
に
而
和
睦
下
さ
る
べ

き
段
忝
存
候
」
と
述
け
れ
ば
、
嫡
子
安
右
衛
門
も
罷
出
、「
唯
今
親
父
申
通
り
、

先
年
御
親
父
と
親
共
ふ
と
口
論
よ
り
事
起
り
、
御
あ
や
ま
ち
と
は
申
な
が
ら

斧
の
刃
当
り
御
死
去
の
よ
し
、
何
共
親
父
初
銘
々
共
迄
気
の
毒
に
存
居
候
所
、

此
度
両
人
の
取
持
に
て
和
睦
下
さ
る
段
忝
存
候
」
と
申
け
る
。

盃
が
済
ん
で
、
五
兵
衛
は
相
手
方
の
求
め
に
応
じ
て
、「
古
木
地
谷
七
郎
兵
衛
儀
、

私
共
親
の
敵
に
候
故
唯
今
迄
不
通
仕
候
処
、
此
度
各
様
御
取
持
に
付
堪
忍
仕
候
」

云
々
の
一
札
に
印
判
を
押
し
て
渡
し
た
。

帰
宅
後
、
七
郎
兵
衛
を
許
し
た
か
の
ご
と
き
五
兵
衛
の
振
る
舞
い
に
弟
た
ち
が

不
満
を
表
す
の
に
対
し
、
五
兵
衛
は
答
え
る
。

五
兵
衛
打
笑
ひ
、「
…
…
我
お
も
ふ
坪
え
落
て
、
先
年
我
父
を
討
た
る
趣
を
白

状
し
詫
言
を
致
す
こ
と
、
御
番
所
と
い
ひ
大
勢
の
中
な
れ
ば
、
是
程
慥
な
る

証
拠
は
な
し
。
望
に
任
せ
、
向
後
申
分
無
之
旨
一
札
を
渡
し
た
る
は
、
彼
等

に
心
を
ゆ
る
さ
せ
ん
が
為
也
。
敵
討
の
上
御
公
儀
よ
り
『
其
方
共
は
向
後
申

分
無
之
旨
一
札
を
渡
し
な
が
ら
狼
藉
な
る
ふ
る
ま
ひ
』
と
あ
り
て
、
万
一
厳

科
に
行
は
る
ゝ
と
も
、
少
も
く
る
し
か
ら
ず
。
元
来
土
民
の
身
と
し
て
親
の

敵
に
も
せ
よ
、
我
儘
に
人
を
殺
し
候
は
ゞ
、
時
の
御
取
捌
に
よ
り
て
は
死
罪

に
行
は
れ
ん
事
も
難
計
け
れ
ど
も
、
我
等
敵
さ
へ
討
お
ほ
せ
な
ば
、
命
を
塵

芥
と
お
も
ひ
候
へ
ば
、
是
等
の
事
を
心
に
懸
る
事
に
あ
ら
ず
。
…
…
」

五
兵
衛
の
行
動
は
、
人
々
の
面
前
で
証
拠
を
得
る
と
い
う
一
点
に
向
け
ら
れ
て
い

た
。
和
睦
の
約
を
破
る
こ
と
の
咎
め
も
恐
れ
な
い
。
む
し
ろ
相
手
方
を
油
断
さ
せ

る
に
は
こ
の
方
が
よ
い
の
だ
と
。
実
録
で
は
、
敵
討
成
就
直
前
の
か
か
る
一
連
の

経
緯
の
中
に
〝
五
兵
衛
の
思
慮
〞
を
読
み
取
っ
た
上
で
記
述
を
組
み
立
て
て
い
る
。

か
く
て
五
兵
衛
の
計
算
は
そ
の
ま
ま
当
た
っ
た
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。

五
兵
衛
七
郎
兵
衛
和
睦
し
た
り
と
、
近
辺
の
者
も
安
心
し
、
七
郎
兵
衛
が
一

族
も
心
を
ゆ
る
し
け
る
こ
そ
お
ろ
か
な
れ
。

七
郎
兵
衛
側
が
心
を
緩
め
た
頃
、
五
兵
衛
ら
は
亡
父
の
法
要
を
済
ま
せ
、「
追
付
冥

途
の
御
無
念
を
は
ら
し
申
べ
し
」
と
改
め
て
誓
い
を
固
め
、
他
の
者
を
巻
き
込
ま

ぬ
よ
う
七
郎
兵
衛
が
一
人
外
出
す
る
折
を
狙
う
こ
と
、
兄
弟
三
人
揃
わ
ず
と
も
機

を
得
れ
ば
討
つ
べ
き
こ
と
な
ど
を
確
認
し
合
っ
て
い
た
。
や
が
て
三
助
は
七
郎
兵

衛
方
へ
忍
び
、
彼
等
親
子
の
会
話
を
聞
く
。

内
に
は
親
子
寄
集
り
四
方
山
の
物
語
し
て
居
け
る
が
、
七
郎
兵
衛
申
様
、「
近

来
は
五
兵
衛
よ
り
何
角
と
申
に
付
、
心
な
ら
ず
ひ
さ
し
く
他
行
も
せ
ざ
り
し

－２１４－
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が
、
此
節
句
に
は
親
類
共
の
方
へ
も
参
た
し
」
と
い
へ
ば
、
子
共
弟
な
ど
も
、

「
最
早
五
兵
衛
兄
弟
と
も
に
打
解
た
る
体
な
れ
ば
、
安
堵
し
て
ち
と
気
ば
ら
し

な
が
ら
節
句
に
は
御
出
あ
れ
か
し
」
と
進
け
れ
ば
、
七
郎
兵
衛
も
悦
び
て
、

「
い
か
さ
ま
其
節
は
他
行
す
べ
し
」
と
相
談
し
て
寐
所
に
入
け
る
…
…

盗
み
聞
き
さ
れ
て
い
る
の
に
気
付
か
ぬ
こ
と
も
、
一
人
で
外
出
し
よ
う
と
思
い
立

つ
こ
と
も
、
心
の
緩
み
に
よ
る
。
か
く
て
五
月
四
日
、
兄
弟
の
中
で
一
人
だ
け
在

宅
し
て
い
た
三
助
は
、
七
郎
兵
衛
が
親
戚
へ
出
掛
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
聞
く
や

跡
を
追
い
、
名
乗
り
懸
け
て
討
ち
取
る
。

三
、
転
写
の
中
で
の
実
録
本
文
補
訂
に
つ
い
て

第
一
節
に
記
し
た
通
り
、〔
中
島
本
〕
で
は
、〔
春
日
本
〕
と
対
比
し
た
場
合
、

特
定
の
部
分
に
お
い
て
詳
細
に
踏
み
込
ん
で
描
写
す
る
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
一
旦
本
文
が
形
成
さ
れ
た
後
、
転
写
の
中
で
よ
り
積
極
的
に
補
訂
が

行
わ
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
。

そ
の
一
つ
が
母
の
内
面
に
関
わ
る
部
分
で
あ
る
。
五
兵
衛
が
父
長
兵
衛
の
行
方

を
見
付
け
ら
れ
ず
、
一
旦
帰
宅
し
た
時
の
こ
と
。〔
春
日
本
〕
で
は
、

斯
て
其
夜
も
程
な
く
明
方
近
く
な
り
て
、
五
兵
衛
は
松
明
あ
か
し
尽
し
て
詮

方
な
く
立
帰
り
、
父
に
逢
ざ
る
よ
し
を
母
に
語
れ
ば
、
母
も
案
思
大
か
た
な

ら
ず
。

と
の
み
あ
る
が
、〔
中
島
本
〕
で
は
、
母
の
心
痛
の
様
を
詳
細
に
描
く
。

斯
て
其
夜
も
無
レ

程
明
方
近
く
成
て
、
五
兵
衛
は
松
明
を
燈
し
つ
く
し
詮
方
な

く
立
帰
り
、
母
出
向
ひ
様
子
を
問
ひ
ば
、
父
に
逢
れ
ざ
る
よ
し
を
答
ふ
。
母

打
し
ほ
れ
て
、「
今
朝
内
を
出
ら
れ
し
時
、
何
ぞ
用
事
も
有
様
に
二
三
度
も
内

に
指
の
ぞ
き
、
子
供
に
け
が
過
の
な
き
様
に
と
云
て
は
戻
り
行
て
は
省
み
、

常
に
な
い
内
出
の
悪
き
、
何
と
無
く
心
に
懸
り
、
山
行
を
止
め
ん
と
立
出
は

出
た
れ
ど
も
、
如
何
様
急
成
誂
へ
の
御
用
と
思
ひ
直
し
て
内
に
入
け
る
が
、

今
夜
の
帰
の
遅
き
は
猶
更
心
に
懸
る
な
れ
ば
、
…
…
」

長
兵
衛
横
死
に
つ
い
て
、
母
子
が
公
儀
へ
詮
議
を
願
い
出
る
と
言
う
の
を
、
伯
父

太
郎
兵
衛
が
止
め
た
時
の
こ
と
。〔
春
日
本
〕
で
は
、

（
太
郎
兵
衛
）
異
見
を
加
へ
け
れ
ど
も
、
母
子
と
も
に
中
々
承
引
す
べ
き
体
な

ら
ね
ば
、

〔
中
島
本
〕
で
は
こ
こ
に
、
母
の
述
懐
と
涙
の
こ
と
が
加
わ
る
。

（
太
郎
兵
衛
）
異
見
を
加
へ
け
れ
ば
、
母
も
泣
々
落
る
涙
を
押
拭
な
が
ら
掻
く

ど
き
け
る
は
、「
恨
め
し
き
仰
事
か
な
。
我
身
は
既
に
四
拾
の
老
を
過
夫
を
討

れ
、
生
残
る
と
も
後
の
栄
へ
を
求
べ
き
や
。
世
に
存
命
も
な
き
人
の
後
生
の

菩
提
を
弔
は
ん
よ
り
は
、
我
も
共
に
死
す
る
な
ら
ば
、
縦
令
地
獄
に
も
あ
れ

極
楽
に
も
あ
れ
、
共
に
楽
み
共
に
苦
し
む
こ
そ
夫
婦
の
中
な
れ
」
と
、
忿
り

の
涙
飛
蛍
の
如
し
。

後
に
五
兵
衛
が
弟
三
助
、
七
兵
衛
に
語
る
中
で
、
最
初
母
は
敵
討
を
止
め
た
が
、

今
は
そ
の
本
心
を
明
か
さ
れ
た
と
述
べ
る
所
。
こ
れ
も
〔
春
日
本
〕
で
は
、

「
…
…
母
人
も
初
め
の
異
見
と
は
替
り
て
、
本
心
を
打
あ
け
給
ふ
う
へ
は
、
急

に
敵
を
討
と
ら
ん
こ
と
、
是
又
本
望
に
こ
そ
あ
ら
め
。
…
…
」

と
い
う
の
み
で
あ
る
が
、〔
中
島
本
〕
で
は
、
母
の
本
心
を
聞
い
て
の
五
兵
衛
の
思

い
が
記
さ
れ
る
。

「
…
…
仇
討
の
事
折
々
母
に
相
談
を
致
せ
ど
も
、『
死
た
る
父
へ
孝
行
に
成
べ

き
が
、
生
た
る
母
を
思
わ
ざ
る
か
』
と
の
御
一
言
わ
す
れ
が
た
く
、
兎
角
と

今
迄
延
引
せ
り
。
誠
に
女
儀
の
か
な
し
さ
と
互
に
拳
を
握
り
け
る
に
、
去
る

頃
本
心
を
明
し
給
ふ
を
聞
に
、
聞
て
も
我
々
が
思
ふ
と
は
百
千
倍
御
心
を
痛

め
給
ふ
。
子
を
思
ふ
親
の
恩
五
臓
に
染
み
込
み
難
有
、
共
に
涙
に
く
れ
し
也
。
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母
も
其
夜
は
寝
玉
は
ず
、
我
と
夜
も
す
が
ら
泣
明
し
け
る
が
、
母
人
は
夫
よ

り
以
来
朝
夕
の
物
も
喰
ひ
給
は
ず
、
昨
日
も
蜜
々
我
を
招
き
、『
必
母
を
思
ふ

事
な
か
れ
。
敵
さ
ひ
討
な
ら
ば
、
母
も
共
に
命
を
果
す
が
則
夫
へ
の
道
成
ぞ
』

と
思
ひ
入
た
る
体
な
れ
ば
、
敵
討
五
日
十
日
と
は
延
す
ま
じ
。
母
に
も
覚
語

を
極
め
玉
へ
ば
、
我
と
て
も
少
も
命
を
惜
む
所
存
に
不
レ

有
。
…
…
」

以
上
、
中
島
本
系
の
い
ず
れ
か
の
段
階
の
筆
写
者
に
お
い
て
、
こ
の
敵
討
を
め
ぐ

り
殊
に
母
の
内
面
に
着
目
し
よ
う
と
の
強
い
動
機
が
働
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

〔
中
島
本
〕
は
ま
た
庄
屋
惣
右
衛
門
な
る
人
物
に
関
し
て
も
、
描
写
を
補
訂
し
て

い
る
。
庄
屋
惣
右
衛
門
と
は
、
文
書
（
オ
）「
伝
に
曰
」
に
、

一

庄
屋
惣
右
衛
門
、
敵
討
の
節
取
捌
宜
候
旨
御
称
美
被
成
遣
候
。（〔
春
日

本
〕
に
よ
る
。〔
中
島
本
〕
で
も
ほ
ぼ
同
文
。）

と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
実
録
部
分
を
見
る
と
以
下
の
よ
う
に
、〔
春
日
本
〕
で
も
、

三
助
の
敵
討
成
就
の
直
後
、
七
郎
兵
衛
一
族
に
よ
る
報
復
を
防
い
だ
こ
と
は
書
か

れ
て
い
る
が
、〔
中
島
本
〕
で
は
そ
の
活
躍
の
様
が
一
層
強
調
さ
れ
る
。

三
助
は
七
郎
兵
衛
を
討
つ
や
役
所
に
届
け
出
た
が
、
縄
を
懸
け
ら
れ
る
こ
と
を

拒
ん
だ
。
こ
こ
に
庄
屋
惣
右
衛
門
が
駆
け
付
け
、

「
扨
々
三
助
儀
は
親
の
敵
を
討
留
候
由
、
嘸
本
望
手
柄
を
致
候
。
さ
り
な
が
ら

平
人
の
身
と
し
て
人
を
殺
し
候
者
な
れ
ば
、
御
上
の
御
吟
味
有
之
迄
は
縄
を

懸
れ
」（
こ
こ
は
両
本
で
異
同
な
し
。）

と
述
べ
た
。
三
助
が
、
自
分
は
七
郎
兵
衛
一
族
の
者
に
よ
っ
て
返
り
討
ち
に
遭
う

か
も
し
れ
ず
、
そ
の
前
に
母
に
報
告
し
た
い
の
で
縄
を
待
っ
て
ほ
し
い
旨
返
答
す

る
と
、
惣
右
衛
門
は
こ
う
応
じ
、
拘
束
す
る
こ
と
で
却
っ
て
三
助
を
守
っ
た
。
こ

の
部
分
、〔
春
日
本
〕
で
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

惣
右
衛
門
が
曰
、「
な
る
程
其
方
が
気
遣
尤
也
。
然
れ
ど
も
返
り
討
は
天
下
の

御
法
度
な
れ
ば
、
た
と
へ
七
郎
兵
衛
が
弟
伜
共
親
類
を
集
め
催
し
何
十
人
来

り
狂
ひ
候
と
も
、
此
惣
右
衛
門
来
る
上
は
中
々
手
向
ひ
お
も
ひ
も
よ
ら
ず
。

其
段
は
少
も
気
遣
申
間
敷
」
と
云
け
れ
ば
、
三
助
頭
を
下
、「
こ
は
忝
次
第
也
。

此
上
は
如
何
様
と
も
御
計
ら
ひ
下
さ
る
べ
し
」
と
腕
を
廻
し
て
畏
れ
ば
、
惣

右
衛
門
縄
を
た
ぐ
つ
て
立
懸
り
、「
汝
が
神
妙
な
る
志
し
を
感
じ
、
某
縄
を
懸

候
」
と
手
早
く
縄
を
か
け
て
、
茂
兵
衛
と
申
者
の
一
間
に
置
、
村
内
の
者
数

人
番
に
付
置
厳
し
く
守
ら
せ
け
る
。

〔
中
島
本
〕
で
は
、
次
の
よ
う
に
傍
線
部
の
語
句
が
置
き
換
わ
り
、
波
線
部
が
付
加

さ
れ
る
。

惣
右
衛
門
う
な
づ
き
、「
成
程
其
方
が
申
条
尤
な
り
。
去
な
が
ら
返
り
討
の
儀

は
天
下
の
御
法
度
な
れ
ば
、
此
惣
右
衛
門
が
来
る
上
は
中
々
思
ひ
も
不
レ

寄
。

縦
令
七
郎
兵
衛
が
伜
共
親
類
共
を
集
て
相
催
し
何
拾
人
来
り
狂
ひ
働
共
、
我

又
立
合
相
手
と
成
て
命
に
か
け
て
も
防
ぐ
べ
し
。
其
事
少
し
も
気
遣
被
申
間

布
」
と
世
に
頼
母
敷
申
け
れ
ば
、
三
助
は
涙
を
は
ら
�
�
と
落
頭
を
下
げ
、

「
こ
は
忝
。
世
に
情
有
御
詞
。
縦
令
何
十
人
打
寄
縄
を
付
ん
と
手
取
足
取
致
共

中
々
縄
に
か
ゝ
る
間
敷
と
存
候
得
共
、
頼
母
敷
御
一
言
を
聞
き
候
上
は
、
さ

ら
ば
い
か
や
う
と
も
御
計
ら
ひ
被
下
候
へ
」
と
腕
を
廻
し
畏
る
。「
如
何
様
け

な
げ
成
る
者
な
り
」
と
、
惣
右
衛
門
縄
を
た
ぐ
つ
て
立
か
ゝ
り
、「
汝
が
神
妙

の
志
を
感
じ
、
某
縄
を
掛
る
ぞ
」
と
縄
を
手
早
く
懸
て
、
茂
兵
衛
と
申
者
の

奥
の
一
間
に
入
置
、
村
の
者
数
多
此
処
を
囲
ひ
稠
敷
番
を
致
せ
け
る
。

惣
右
衛
門
の
厚
意
、
そ
れ
を
受
け
と
め
る
三
助
の
心
情
を
強
調
し
て
描
こ
う
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
て
予
想
通
り
七
郎
兵
衛
の
一
族
十
二
三
人
が
木
伐
斧
を
持
っ
て
詰
め
か
け
た

が
、
惣
右
衛
門
は
こ
れ
を
退
け
た
。
ま
ず
〔
春
日
本
〕
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

惣
右
衛
門
高
声
に
申
け
る
は
、「
汝
等
三
助
を
討
ん
迚
参
り
た
り
と
み
え
た
り
。

親
を
討
れ
た
る
子
共
の
心
底
察
入
。
然
れ
ど
も
三
助
は
じ
め
兄
弟
三
人
共
に
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縄
を
か
け
厳
敷
押
込
置
、
御
上
え
注
進
申
た
れ
ば
、
早
御
公
儀
の
囚
人
也
。

我
儘
に
敵
呼
は
り
堅
難
レ

成
事
也
。
罷
帰
候
て
御
下
知
を
待
べ
し
。
若
又
理
不

尽
の
働
い
た
す
に
を
ゐ
て
は
、
御
上
を
不
レ

恐
狼
藉
者
、
捨
置
難
し
。
早
々
立

帰
る
べ
し
」
と
、
大
丈
夫
の
一
言
に
、
手
向
ひ
す
べ
き
様
も
な
く
、

〔
中
島
本
〕
で
は
、
惣
右
衛
門
の
勇
を
一
層
強
調
し
て
い
る
。

惣
右
衛
門
は
仁
王
の
ご
と
く
門
先
に
立
塞
が
り
高
声
に
申
け
る
は
、「
汝
等
三

助
を
討
ん
と
馳
向
ふ
た
り
と
見
受
た
り
。
親
を
討
れ
た
る
子
供
の
心
底
察
入

候
得
共
、
三
助
を
始
兄
弟
三
人
の
者
共
縄
を
懸
稠
敷
押
込
置
た
り
。
尤
御
注

進
申
た
れ
ば
、
最
早
御
公
儀
の
囚
な
れ
ば
、
我
儘
の
敵
呼
り
思
ひ
も
不
レ

寄
。

立
帰
り
て
御
下
知
を
待
。
若
又
理
不
尽
の
働
を
致
な
ら
ば
、
公
儀
を
不
レ

憚
不

法
者
共
な
れ
ば
、
某
相
手
と
相
成
べ
し
」
と
、
物
に
動
ぜ
ぬ
大
丈
夫
、
幾
人

表
に
向
ふ
と
も
防
ぎ
兼
ざ
る
勢
形
に
、
恐
れ
て
進
む
物
も
な
し
。

さ
ら
に
〔
中
島
本
〕
で
は
、
次
の
論
評
を
も
付
加
し
て
い
る
。

爰
を
思
ふ
に
、
彼
三
助
兄
弟
の
者
は
命
を
軽
ん
じ
、
七
郎
兵
衛
が
子
供
等
は

親
族
を
徒
党
し
て
せ
き
立
折
柄
な
れ
ば
、
此
時
惣
右
衛
門
な
か
り
せ
ば
、
命

を
失
ふ
者
も
多
か
る
べ
き
を
、
先
づ
「
手
柄
」
の
一
言
に
三
助
が
怒
り
を
和

ら
げ
、「
囚
」
の
一
言
に
七
郎
兵
衛
が
一
族
を
退
け
ぬ
る
働
き
。
是
惜
し
や
、

仁
勇
の
二
つ
に
し
て
、
智
は
亦
其
内
に
有
り
ぬ
べ
し
。
ア
ヽ
役
を
勤
る
者
は

上
下
共
に
仁
を
旨
と
し
て
智
勇
不
レ

有
し
て
は
危
か
る
べ
し
。
一
人
国
を
定
む

と
い
へ
共
、
其
場
の
機
変
は
役
人
の
取
捌
き
に
可
レ

寄
。

惣
右
衛
門
の
取
り
捌
き
の
勝
れ
た
点
は
、
的
確
な
言
葉
を
用
い
て
非
常
時
に
高
揚

し
た
人
間
の
心
を
静
め
、
結
果
多
く
の
人
々
の
命
を
守
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
解

す
る
と
こ
ろ
ま
で
、〔
中
島
本
〕
は
踏
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

四

結
語

七
郎
兵
衛
は
、
封
じ
込
め
ら
れ
た
忿
懣
か
ら
殺
害
へ
と
至
り
、
そ
の
後
五
兵
衛

ら
の
自
分
に
対
す
る
怨
恨
を
脅
威
と
感
じ
つ
つ
生
き
て
き
た
、
そ
れ
が
和
解
に
よ
っ

て
解
消
し
た
と
思
う
こ
と
で
最
後
の
緩
み
が
生
じ
た
と
描
か
れ
る
。
一
方
母
子
の

側
に
つ
い
て
は
、
長
兵
衛
横
死
後
十
年
を
超
え
て
抱
え
て
き
た
無
念
と
苦
悩
を
具

体
的
に
記
す
。
そ
の
上
で
、
兄
弟
が
証
拠
を
切
望
し
、
そ
れ
を
得
る
や
優
位
の
中

で
敵
討
へ
と
進
む
様
を
、
彼
等
の
心
の
あ
り
よ
う
か
ら
す
れ
ば
必
然
で
あ
る
如
く

描
き
出
し
て
い
る
。〔
中
島
本
〕
に
お
い
て
は
、
特
に
母
と
庄
屋
惣
右
衛
門
に
着
目

し
、
そ
の
人
が
何
を
考
え
そ
の
よ
う
に
行
動
し
た
の
か
を
示
そ
う
と
す
る
。『
木
地

谷
敵
討
』
の
実
録
は
、
人
々
の
内
面
の
動
き
を
追
跡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の

事
件
と
は
一
体
何
で
あ
っ
た
の
か
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

注（
１
）
脱
稿
後
、
菊
池
庸
介
氏
よ
り
可
部
屋
集
成
館
本
『
木
地
谷
敵
討
』
の
存
在
を
教
示

さ
れ
た
。
こ
の
伝
本
と
の
異
同
の
調
査
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

（
２
）
渋
川
勘
右
衛
門
の
伝
に
つ
い
て
は
、『
仁
多
町
誌
』（
仁
多
町
誌
編
纂
委
員
会
、
一
九

九
六
年
）
等
に
よ
る
。
根
拠
と
な
る
史
料
の
調
査
は
終
え
て
い
な
い
。

付
記本

稿
を
成
す
に
あ
た
り
小
林
准
士
氏
よ
り
ご
示
教
を
得
た
。
調
査
に
際
し
て
島

根
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
室
各
位
よ
り
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上

げ
る
。

本
稿
は
、
山
陰
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
陰
地
域
文
学
関
係
資
料
の
公
開
に
関

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
二
○
一
三
〜
一
五
年
度
、
代
表
・
野
本
瑠
美
）
の
研
究
成

果
の
一
部
で
あ
る
。
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A study on jitsuroku “Kijidani−katakiuchi”

TANAKA Norio

（Shimane Unversity, Faculty of Law and Literature）

〔A b s t r a c t〕

“Kijidani−katakiuchi” is a historical novel, jitsuroku. It delineates a vengeance, which occurred

in Kijidani（Nita−gun, Izumo）in the Edo period. It has a feature as a modality of jitsuroku

especially in the estimation of an incident and a character.

Keywords： jitsuroku, a historical novel, novels in Edo period
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